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○高松市農村公園条例施行規則 

平成１８年１月６日 

規則第３０号 

改正 平成２０年６月２７日規則第５４号 

平成２６年４月１日用字用語整備施行 

高松市農村公園条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、高松市農村公園条例（平成１７年高松市条例第１９２号。以下「条例」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（行為の許可申請） 

第２条 条例第３条第１項前段の規定により、高松市農村公園（以下「公園」という。）における

同項第１号から第５号までに掲げる行為の許可を受けようとする者は高松市農村公園内行為許可

申請書（様式第１号）を、公園における同項第６号に掲げる行為の許可を受けようとする者は高

松市農村公園占用許可申請書（様式第２号）を、あらかじめ市長に提出しなければならない。 

（行為の許可） 

第３条 市長は、条例第３条第１項前段の規定により公園における同項第１号から第５号までに掲

げる行為の許可をしたときは高松市農村公園内行為許可書（様式第３号）を、同項第６号に掲げ

る行為の許可をしたときは高松市農村公園占用許可書（様式第４号）を交付する。 

（許可の変更についての準用） 

第４条 条例第３条第１項後段の規定による行為の許可の変更については、前２条の規定を準用す

る。 

（使用目的の変更等の禁止） 

第５条 第３条（前条において準用する場合を含む。次条において同じ。）の規定による行為の許

可を受けた者（以下「使用者」という。）は、使用（条例第３条第１項の許可に係る行為をいう。

以下同じ。）の目的を許可なく変更し、又は使用の権利を譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（使用の取消し） 

第６条 使用者は、当該使用を取り消すときは、高松市農村公園使用取消届（様式第５号）を第３

条の許可書に添えて、速やかに市長に提出しなければならない。 

（使用者の責任） 

第７条 使用者は、使用期間中善良な管理を怠ってはならない。 

（使用者の遵守事項） 

第８条 使用者は、次の事項を守らなければならない。 
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(１) 公園の運営に支障を来すような行為をしないこと。 

(２) 火災、盗難、人身事故その他の事故の防止に努めること。 

(３) 使用後は、速やかに原状に回復した後、公園の係員（以下「係員」という。）の点検を受

けること。 

(４) その他係員の指示に従うこと。 

（使用料の返還） 

第９条 条例第４条第４項ただし書に規定する使用料を返還することができる場合及びその額は、

次のとおりとする。 

(１) 天災地変その他使用料を納付した者の責めによらない理由で使用ができなくなったとき 

全額 

(２) 使用開始日の１週間前までに第６条の規定による届出をしたとき ６割以内で市長の定め

る額 

２ 使用料の返還を受けようとする者は、高松市農村公園使用料返還申請書（様式第６号）を速や

かに市長に提出しなければならない。 

（原状回復の義務） 

第10条 使用者は、使用を終わったとき、又は使用を中止したときは、公園を使用許可期限までに

原状に回復しなければならない。使用の許可の取消し又は行為の中止、原状回復若しくは公園か

らの退去の命令を受けたときも、同様とする。 

（損傷等の届出） 

第11条 公園の利用者又は使用者は、公園の施設・設備等を損傷し、又は滅失したときは、高松市

農村公園施設・設備等損傷・滅失届（様式第７号）を直ちに市長に提出しなければならない。 

（指定管理者が行う業務） 

第12条 条例第９条第５項の規則で定める業務は、次に掲げる業務とする。 

(１) 公園の維持管理 

(２) 公園の利用に関する業務のうち、次に掲げるもの 

ア 第８条第３号及び第４号の規定により係員が行う業務に係るもの 

イ その他市長が必要と認める業務 

（委任） 

第13条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この規則は、平成１８年１月１０日から施行する。 

附 則（平成２０年６月２７日規則第５４号） 
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この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 
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